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(57)【要約】
【課題】車両用キャニスタを安定して固定する。
【解決手段】車両下部構造の燃料タンク１０の底面にお
ける側部には、上方に凹む凹部１３が設けられ、燃料タ
ンク１０の底面は、燃料タンク１０の最下部に位置する
下側底面１５ａと、該下側底面１５ａより上方で、凹部
１３の最下部に位置する上側底面１３ａとを含む。後側
プロペラシャフト３７は、上側底面１３ａに平面視で重
なり、上側底面１３ａにはキャニスタ２０が固定される
。キャニスタ２０及び後側プロペラシャフト３７は、幅
方向視で少なくとも一部が重なる。後側プロペラシャフ
ト３７は、キャニスタ２０と下側底面１５ａとの間に配
置され、キャニスタ２０は、後方に向かうに従い、後側
プロペラシャフト３７から離れる方向に傾斜する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロアパネルの下方に配置され、車幅方向に延びている燃料タンクと、前記フロアパネ
ルの下方に配置され、車両前後方向に延びているプロペラシャフトと、を備え、
　前記燃料タンクの底面における車幅方向側部には、車両上方に凹む凹部が設けられ、該
凹部には、キャニスタが配置され、
　前記底面は、前記凹部に位置する上側底面と、該上側底面より車両下方に配置されてい
る下側底面を含み、
　前記プロペラシャフトは、前記上側底面に平面視で重なるように配置され、前記プロペ
ラシャフトの前部はトランスファに接続され、前記プロペラシャフトの後部はリアアクス
ルに接続されている車両下部構造において、
　前記キャニスタ及びプロペラシャフトは、側方視で少なくとも一部が重なって配置され
、
　前記プロペラシャフトは、車幅方向で、前記キャニスタと前記下側底面との間に配置さ
れ、
　前記キャニスタは、車両後方に向かうに従って、前記プロペラシャフトから離れる方向
に傾斜して配置されていることを特徴とする車両下部構造。
【請求項２】
　前記キャニスタの前端部は、前記燃料タンクの前端部の車両前方側に配置されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の車両下部構造。
【請求項３】
　前記プロペラシャフトは、車体の車幅方向中心に対して一方にずれて配置され、
　前記プロペラシャフトから前記車体の車幅方向端までの距離が大きい領域と小さい領域
が設定され、
　前記下側底面は、前記距離が大きい領域に配置されていることを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の車両下部構造。 
 
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両下部構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　フロアパネルの下方には、サイドメンバや燃料タンク等が配置され、車種によっては車
両前後方向に延びるプロペラシャフト等が配置されているものがある。燃料タンクには、
例えば特許文献１に開示されているように、車両用キャニスタが取り付けられているもの
が知られている。また、プロペラシャフトは、平面視及び側面視で燃料タンクに重なるよ
うに配置されている。
【０００３】
　車両用キャニスタは、車両の燃料タンクからガソリン等の蒸気を大気中に放出しないよ
うに吸着するための装置であり、特許文献１に開示された例では、燃料タンクの底面に取
り付けられている。燃料タンクの底面には、車両上方に凹む凹部が設けられ、キャニスタ
は、該凹部に配置されている。
【０００４】
　また、燃料タンクの凹部は、プロペラシャフトを配置するセンタトンネルとしても機能
する。このようなレイアウトの場合、プロペラシャフトとキャニスタは隣接するように配
置される。また、プロペラシャフトの前端部はトランスファに接続され、プロペラシャフ
トの後端部はデファレンシャルキャリア等を介してアクスルケースに取り付けられている
。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１６２５３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　蒸散ガスの発生量に関する法的な規制の強化に伴い、蒸気の吸着性能等を向上させるた
めに、車両用キャニスタは、大型化され、これに伴い重量も増加する傾向にある。キャニ
スタが大型化することに伴い、キャニスタとプロペラシャフトとの間隔、特に車幅方向の
間隔が小さくなる可能性がある。
【０００７】
　また、側突時、後輪に車幅方向内側に向かう荷重が作用すると、後側デファレンシャル
キャリアは、衝突箇所とは反対側の車幅方向端に向かって移動する。すると、後側デファ
レンシャルキャリアに固定されたプロペラシャフトの後端部も同じ方向に移動することに
なる。
【０００８】
　これに対して、プロペラシャフトの前端部が接続されているトランスファは、ブラケッ
ト等を介してサイドメンバに固定されているため、側突時に大きな位置の変化が起こりに
くい。その結果、プロペラシャフトは、トランスファを中心に車幅方向外側に回動し、車
両前後方向に対して傾斜するように動くことになる。
【０００９】
　プロペラシャフトが上記のように動くと、プロペラシャフトに隣接するキャニスタに接
触する可能性がある。キャニスタにプロペラシャフトが接触すると、キャニスタの固定部
に負荷が作用し、当該固定部が破損する可能性があり、キャニスタを安定して固定するこ
とが困難になる可能性がある。また、キャニスタ本体が破損する可能性もある。
【００１０】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであって、その目的は、キャニスタを
安定して固定することが可能な車両下部構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため本発明に係る車両下部構造は、フロアパネルの下方に配置され
、車幅方向に延びている燃料タンクと、前記フロアパネルの下方に配置され、車両前後方
向に延びているプロペラシャフトと、を備え、前記燃料タンクの底面における車幅方向側
部には、車両上方に凹む凹部が設けられ、該凹部には、キャニスタが配置され、前記底面
は、前記凹部に位置する上側底面と、該上側底面より車両下方に配置されている下側底面
を含み、前記プロペラシャフトは、前記上側底面に平面視で重なるように配置され、前記
プロペラシャフトの前部はトランスファに接続され、前記プロペラシャフトの後部はリア
アクスルに接続されている。当該車両下部構造において、前記キャニスタ及びプロペラシ
ャフトは、側方視で少なくとも一部が重なって配置され、前記プロペラシャフトは、車幅
方向で、前記キャニスタと前記下側底面との間に配置され、前記キャニスタは、車両後方
に向かうに従って、前記プロペラシャフトから離れる方向に傾斜して配置されている。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、キャニスタを安定して固定することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る車両下部構造を有する車両を、下側且つ車両前方から見た斜視図で
ある。
【図２】図１の燃料タンクの周辺を示す斜視図である。
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【図３】図１の燃料タンク、キャニスタ、プロペラシャフト及びトランスファ等の位置関
係を概略的に示す下面図である。
【図４】図３のプロペラシャフトの長手方向（車両前後方向）に対するキャニスタの傾斜
方向を模式的に示す概略下面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る車両下部構造について、図面（図１～図４）を参照して説明する。
【００１５】
　本実施形態の車両下部構造は、フロアパネル３３の下方に取り付けられている燃料タン
ク１０と、フロアパネル３３の下方に配置され、車両前後方向に延びている後側プロペラ
シャフト３７とを備えている。また、燃料タンク１０には、キャニスタ２０が取り付けら
れている。以下、これらの部材について説明する。
【００１６】
　燃料タンク１０は、図１に示すように、サイドメンバ３１の間に配置されている。サイ
ドメンバ３１は、車両下部において、車幅方向の両側部にそれぞれ配置され、車両前後方
向に延びている部材で、車体骨格を構成する剛性の高い部材である。車体フロアを構成す
るフロアパネル３３は、サイドメンバ３１の上部に取り付けられている。
【００１７】
　燃料タンク１０は、図２及び図３に示すように、車幅方向に延びている樹脂製の容器で
、底面における車幅方向外側の車幅方向の全域には、凹部１３が設けられている。すなわ
ち、燃料タンク１０の底面は、凹部１３と、これに隣接する凸部１５を有しており、燃料
タンク１０における凹部１３は浅底の部分で、凸部１５は深底の部分である。
【００１８】
　凹部１３は、底面における車幅方向外側の車両前後方向の全域が車両上方に凹んでいる
。図１に示される凹部１３は、燃料タンク１０の底面のうちの右側部が凹んでいる。すな
わち、燃料タンク１０の底面は、２つの底面からなる段差を有しており、具体的には、凹
部１３が位置する部分の上側底面１３ａと、凹部１３に隣接する凸部１５が位置する部分
の下側底面１５ａを有している。凹部１３の上側底面１３ａには、キャニスタ２０が取り
付けられている。キャニスタ２０の取付け等については、後で説明する。
【００１９】
　燃料タンク１０は、上側底面１３ａの車幅方向外側から車両上方に延びる側面に、液体
燃料を燃料タンク１０内に導入するため供給穴（図示せず）を有し、さらに、燃料タンク
１０の上面部には、液体燃料から蒸散した蒸気を回収するための回収部（図示せず）が設
けられている。
【００２０】
　供給穴には、補給用ホース（図示せず）が取り付けられている。該補給用ホースを介し
て、燃料タンク１０の内部に液体燃料が供給される。回収部は、回収用配管（図示せず）
を介して、キャニスタ２０に接続されている。燃料タンク１０内で液体燃料が蒸散して発
生した蒸気は、回収用配管を介して、キャニスタ２０に送られる。
【００２１】
　後側プロペラシャフト３７は、図１及び図２に示すように、車両前後方向に延びている
部材で、車両の前輪５１と後輪４１の間に配置されている。後側プロペラシャフト３７が
回転することによって、車両前部に配置されたエンジン（図示せず）の動力を、後輪４１
に伝達する。
【００２２】
　後側プロペラシャフト３７は、図３に示すように、平面視で燃料タンク１０に重なって
配置され、後側プロペラシャフト３７の前端部３７ａは、燃料タンク１０の車両前方側に
配置されたトランスファ３２に接続され、後側プロペラシャフト３７の後端部３７ｂは、
燃料タンク１０の車両後方側に配置された後側デファレンシャルキャリア３５に接続され
ている。後側デファレンシャルキャリア３５は、後輪４１のアクスルケース（リアアクス
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ル）３９等に接続されている。
【００２３】
　後側プロペラシャフト３７の車両前後方向の後方部は、凹部１３の上側底面１３ａに平
面視で重なるように配置されている。この後側プロペラシャフト３７の車両前後方向の後
方部と平面視で重なる上側底面１３ａとその周辺部１３ｂは、さらに上方に凹んでいる。
【００２４】
　後側プロペラシャフト３７は、車体の車幅方向中心（この例では、フロアパネル３３の
車幅方向中心）を境界として、一方の領域に配置されている。すなわち、後側プロペラシ
ャフト３７は、車体の車幅方向中心から一方の車幅方向にずれた位置に配置されている。
この例では、後側プロペラシャフト３７は、当該車幅方向中心に対して、キャニスタ２０
が配置されている方の領域で配置されており、例えば、本実施形態では車体の車幅方向中
心よりも右方側に配置されている。これにより、後側プロペラシャフト３７から車体の車
幅方向端までの距離が大きい領域と小さい領域が設定される。
【００２５】
　また、下側底面１５ａの全域は、後側プロペラシャフト３７から車体の車幅方向端まで
の上記の距離が大きい方の領域に配置されている。当該距離が小さい方の領域には、上側
底面１３ａの一部が配置されている。この例では、車体の車幅方向中心は、燃料タンク１
０の深底となる下側底面１５ａに平面視で重なってもよい。この構成によれば、上記の距
離が大きい方の領域に、後側プロペラシャフト３７と干渉しない凸部１５（深底の部分）
を配置することができるので、燃料タンク１０の容量を大きくすることが可能となる。
【００２６】
　後側プロペラシャフト３７の前端部３７ａが接続されているトランスファ３２は、トラ
ンスミッションケース５２内のトランスミッション（図示せず）により伝達されたエンジ
ンの駆動力を、前輪５１と後輪４１に分ける機能を有している。トランスファ３２は、ブ
ラケット３２ａ，３２ｂ等を介して車幅方向両側のサイドメンバ３１等に固定されている
。
【００２７】
　トランスミッションケース５２とトランスファ３２は、車両前後方向に延びている第１
の前側プロペラシャフト５３により接続されている。また、トランスファ３２の前部には
、第２の前側プロペラシャフト５４が接続されており、該第２の前側プロペラシャフト５
４の前部には、前側デファレンシャルキャリア５５が接続されている。
【００２８】
　後側デファレンシャルキャリア３５及び前側デファレンシャルキャリア５５は、車両の
コーナリング時に、コーナーの外側の車輪が走る距離と内側の車輪が走る距離とが異なる
ために発生する左右駆動輪の回転差を吸収し、スムーズな旋回を実現するための装置の一
部を構成する部材である。
【００２９】
　続いて、キャニスタ２０の形状等について説明する。キャニスタ２０は、図１～図３に
示すように、略直方体で、車両前後方向に対してやや傾斜して延びている。図示は省略し
ているが、キャニスタ２０の上面には、複数の取付けフランジ（図示せず）が設けられ、
該取付けフランジが、例えばブラケット（図示せず）等を介して凹部１３の上側底面１３
ａに取り付けられている。
【００３０】
　キャニスタ２０及び後側プロペラシャフト３７は、側方視で少なくとも一部が重なって
配置され、平面視で隣り合って配置されている。また、後側プロペラシャフト３７は、車
幅方向で、キャニスタ２０と下側底面１５ａとの間に配置されている。キャニスタ２０は
、その長手方向が車両後方に向かいに従い、前記後側プロペラシャフト３７から離れる方
向に傾斜するように、配置されている。
【００３１】
　後側プロペラシャフト３７の前端部３７ａから後端部３７ｂに向かう方向（車両前後方
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向）と、キャニスタ２０の前端部２１から後端部に向かう方向（後側プロペラシャフト３
７に対して傾斜する方向）とにより形成される角度（傾斜角α）は、１０度～３０度くら
いの鋭角が好ましい。
【００３２】
　例えば、図４に示すように、後述する側突時に、後側デファレンシャルキャリア３５が
車幅方向に移動する量（幅方向移動量Ｘ１）と、後側プロペラシャフト３７の前端部３７
ａから後端部３７ｂまでの距離Ｌ１、すなわち、後側プロペラシャフト３７とトランスフ
ァ３２の接続位置から、後側プロペラシャフト３７と後側デファレンシャルキャリア３５
の接続位置までの距離Ｌ１との比で構成される角度より大きい角度（鋭角）を、傾斜角α
とすることが好ましい。図４では、側突前の状態の後側プロペラシャフト３７に対して、
側突された後に、前端部３７ａを中心として回動した後側プロペラシャフト３７Ａを示し
ている。
【００３３】
　例えば、式（１）の関係を満たすαよりも大きい鋭角であることがさらに好ましい。
　ｔａｎα＝Ｘ１／Ｌ１…（式１）
　ただし、他の構成部材との関係から、αの最大値は上記したように３０度程度にしてお
くとよい。
【００３４】
　このとき、キャニスタ２０の後側プロペラシャフト３７に近い側の端部２２と、後側プ
ロペラシャフト３７との車幅方向距離Ｘ３は、キャニスタ２０の前端部２１に相当する位
置における幅方向移動量Ｘ２よりも大きいことが好ましい。
【００３５】
　例えば、Ｘ３は、下記の式（２）の関係を満たすことがさらに好ましい。
　Ｘ３＞Ｘ２＝（Ｌ２／Ｌ１）・Ｘ１…（式２）
【００３６】
　例えば、キャニスタ２０から遠い方の車体側部に側方からの衝突荷重が作用する側突が
起こったとき、一方の後輪４１には、車幅方向内側に向かう荷重が作用する。当該荷重の
作用により、後輪４１は、車幅方向内側に移動する。すなわち、側突された側の後輪４１
は、側突された方の車幅方向端とは反対側の車幅方向端に向かって、車幅方向（側突方向
）に移動する。
【００３７】
　このとき、アクスルケース（リアアクスル）３９等は、後輪４１と同じ側突方向に移動
する。これに伴い、後側デファレンシャルキャリア３５も、側突方向に移動する。後側デ
ファレンシャルキャリア３５が側突方向への移動するとき、後側プロペラシャフト３７の
前端部３７ａと後側デファレンシャルキャリア３５との接続が保たれている場合には、後
側プロペラシャフト３７の後端部３７ｂも、側突方向に移動する。
【００３８】
　これに対して、トランスファ３２は、ブラケット３２ａ，３２ｂ等を介してサイドメン
バ３１に固定されているため、側突時に大きな位置の変化が起こりにくい。その結果、後
側プロペラシャフト３７は、トランスファ３２に接続された前端部３７ａを中心に車幅方
向外側に回動し、車両前後方向に対して傾斜するように動くことになる。
【００３９】
　このように傾斜角α及び車幅方向距離Ｘ３を設定することにより、例えば側突時に後側
プロペラシャフト３７が傾斜するように移動しても、後側プロペラシャフト３７がキャニ
スタ２０に接触することを抑制することが可能となる。その結果、キャニスタ２０と上側
底面１３ａとの固定部の破損も抑制され、キャニスタ２０本体が破損する可能性も抑制で
きる。
【００４０】
　また、キャニスタ２０の前端部２１は、燃料タンク１０の前端部１０ａよりも車両前方
側に配置され、トランスファ３２よりも車両後方側に配置されている。このように配置す
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ることで、側突時、移動量が小さい前部側にキャニスタ２０は配置されている。そのため
、後側プロペラシャフト３７の後端部３７ｂが反対側（キャニスタ２０が配置されている
側）に移動する際でも、後側プロペラシャフト３７がキャニスタ２０に接触しにくくなる
。
【００４１】
　本実施形態の説明は、本発明を説明するための例示であって、特許請求の範囲に記載の
発明を限定するものではない。また、本発明の各部構成は上記実施形態に限らず、特許請
求の範囲に記載の技術的範囲内で種々の変形が可能である。
【符号の説明】
【００４２】
１０　　　燃料タンク
１０ａ　　前端部
１３　　　凹部
１３ａ　　上側底面
１５　　　凸部
１５ａ　　下側底面
２０　　　キャニスタ
２１　　　前端部
３１　　　サイドメンバ
３２　　　トランスファ
３２ａ　　ブラケット
３２ｂ　　ブラケット
３３　　　フロアパネル
３５　　　後側デファレンシャルキャリア
３７　　　後側プロペラシャフト
３７ａ　　前端部
３７ｂ　　後端部
３９　　　アクスルケース（リアアクスル）
４１　　　後輪
５１　　　前輪
５２　　　トランスミッションケース
５３　　　第１の前側プロペラシャフト
５４　　　第２の前側プロペラシャフト
５５　　　前側デファレンシャルキャリア
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